
〈
第
53
回
公
開
研
究
会 

開
催
趣
旨
〉　

営
農
経
済
事
業
の
改
革
を
通
じ
た
新
時
代
の
農
協
づ
く
り
を

営
農
経
済
事
業
の
改
革
・
革
新
と
収
支
改
善
は
、
農
協
の
自
主
改
革
の
中
心
的
な
課
題
で
あ
り
、
同
時

に
、
農
業
・
農
村
・
食
を
め
ぐ
る
経
済
・
社
会
の
諸
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
緊
喫
の
課
題
で
も

あ
る
。

と
く
に
、
金
融
の
大
幅
緩
和
、
低
金
利
（
マ
イ
ナ
ス
金
利
）
お
よ
び
高
齢
化
の
も
と
、
現
在
、
メ
ガ
バ

ン
ク
や
第
一
・
第
二
地
銀
で
は
金
融
事
業
の
収
益
が
悪
化
し
、
一
部
の
銀
行
で
は
金
融
事
業
で
の
収
益
確

保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
銀
行
で
は
大
規
模
な
合
理
化
と
再
編
が
進
展
し
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
以
上
の
状
況
を
反
映
し
て
、
農
林
中
金
か
ら
の
Ｊ
Ａ
へ
の
配
当

利
率
が
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
営
農
経
済
事
業
改
革
は
、
収
支
改
善
の
た
め
に
事
業
の
「
リ
ス
ト
ラ
」
の
み
に
終
始
す
る
な

ら
ば
、
Ｊ
Ａ
の
存
在
そ
の
も
の
の
否
定
に
つ
な
が
る
。
営
農
経
済
事
業
改
革
を
通
じ
て
、
従
来
の
事
業
シ

ス
テ
ム
か
ら
新
た
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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営
農
経
済
事
業
改
革
は
、
本
研
究
会
の
目
的
で
あ
る
。
設
立
以
来
、
様
々
な
切
り
口
か
ら
追
求
し
、
参

加
Ｊ
Ａ
で
は
確
実
に
改
革
を
実
現
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
生
産
者
手
取
り
最
優
先
を
実
現
す
る
事
業
シ
ス

テ
ム
、
販
売
を
軸
と
す
る
営
農
経
済
事
業
、
生
産
者
と
消
費
者
か
ら
選
択
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
つ
く
り
等
で
あ
る
。

現
在
、
各
Ｊ
Ａ
で
の
改
革
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、
様
々
な
取
り
組
み
が
は
じ
ま
り
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

今
回
の
公
開
研
究
会
は
、
営
農
経
済
事
業
の
収
支
均
衡
を
核
と
し
た
Ｊ
Ａ
の
新
し
い
事
業
戦
略
は
い
か

に
あ
る
べ
き
か
、
各
Ｊ
Ａ
の
地
域
的
な
特
殊
性
も
踏
ま
え
た
報
告
と
議
論
に
よ
り
、
今
後
の
農
業
協
同
組

合
の
あ
り
方
を
追
求
し
、
共
通
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
報
告
す
る
4
Ｊ
Ａ
は
、
米
産

地
、
中
山
間
地
、
園
芸
産
地
、
大
規
模
複
合
産
地
と
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
営
農
経
済
事
業
の
先
進
的

な
改
革
を
実
践
し
て
い
る
。
営
農
経
済
事
業
の
現
状
お
よ
び
実
践
経
過
や
達
成
状
況
、
取
り
組
む
う
え
で

の
障
害
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
報
告
を
い
た
だ
く
。
ま
た
、
報
告
に
基
づ
く
議
論
で
は
、
営
農
経
済
事

業
改
革
の
方
向
と
課
題
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
共
有
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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